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はじめに 

  

 

安全システムを構築するにあたって，安全確保方策が本質的安全設計に基づく場合

であっても，安全防護に基づく場合であっても，基本的には多くの安全コンポーネン

トを利用して構築することになる。国際規格では安全を情報として取り扱い，安全コ

ンポーネントに対する要求と併せて，制御との相関性に関しても基本的事項を示して

いる。本書は安全コンポーネントの構成原理および制御との関連について国際規格の

求める技術基準について事例を交えて解説している。 

 

まず第１章では，安全構築の基本概念を理解するために規格で示される基本安全原

則をまず説明し，第２章では安全関連制御で多く用いられる基本となる用語を説明し，

さらに第３章では，ISO 13849-2:2012（JIS B9705-2:2019）で示される機械的および

電気的安全原則を示している。さらに，第４章では安全の観点で，システムの一般例

を身近な信号灯，洗濯機等の事例で説明し，第５章では特にコンポーネントで重要な

電気的コンポーネントについて詳しく説明している。さらに，セーフティ・リレー・

ユニットについては第６章でインバータを用いた可変速電動システムを第７章でそれ

ぞれ説明している。 

 

なお本文で十分説明できない補足的事項については付録として添付し，さらに，理

解度を深めて頂くために演習問題を提供しているので利用してほしい。 

 

本書は著者が 2004 年長岡技術科学大学大学院機械系安全工学コースの講義用に作成

したものをその後安全技術応用研究会および（一社）安全技術普及会の「安全コンポ

ーネントの構成原理とその適用」講習会テキストとして編集し発行されたが 2019 年 5

月に ISO 13849-2:2012 が JIS B9705-2 として発行されたことから，JIS 規格で採用さ

れた用語などとの整合をはかり改訂した教科書である。 
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著者   蓬原弘一 工学博士 

長岡技術科学大学名誉教授 

改訂編集 （一社）安全技術普及会 

教育企画委員会 
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